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F－27　家政学の体系確立と家政哲学〔l〕　故郷喪失と家の哲学的考察一被 護性

郡山女大家a Ｏ須田秀幸1;　高齢作夫. 関畔富左,彫山弥，真船
均

-

①すでに見たように，現代の精神状況は故郷喪失と　して特徴づけられている。

れは実存主義や文学という限られた領域につきない

者によって予測されている（　ホル　ク/ゝイ　マー ト　フ　ラ

③家や家族の崩壊は多く

等　）。　④大家族制→核

，という家族の変態は今や核家族の発散をもって終結すると予測されている。

政学の中核である＜家＞＜家族＞が，このよ　うに将来に13 いて否定された場合

学の学問としての存続意義はどこにあるのか？　　この中心課題を検討する。

法　　①こり問題解決のカギは

に結びついてい　る

こで

家および家族はどうあるぺきかとい5問題　と不可

⑧＜あるべきか＞は, 価値観つま　り哲学の問題でもある。そ

哲学的吟味を加える。

　結果　　①自然科学的思考とそれに基づく技術文明。の著しい進5 は.結果的C 14人間

を部品化し，人間疎外をもたらした。　②それはまた家族の中にも侵入し，家族の成

員相互の精神的絆を切断する（　ホルタ/ゝイマー)。　　③社会契約説による家族の株式

会社化，また人間中心主義の極端化による思い上り　も家族破壊の要因をなしていえよ

う。 ④しかし人間が全般に生長するためには こ　う　したこと　に抗　して 家の被護性

(Geborgen－heit ）がな　ければ果されない　（　ポルノ　ー　）。　⑤いずれに*よ，家改学の意義

はこの点の吟味を通しはじめ■て，現代において積極的意味をもちうるのではないか　と

考え　る。
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F－28　家政学の体系確立と家政哲学〔皿〕　家政の哲学的問題一技術の意味一

　　　　　郡山女大家政　　・高舘作夫，関口富左．影山弥，真船均，須田秀幸

目的　さきに見たように,現代社会は故郷喪失の状況にあり,家の崩壊の危機に瀕

ているＯ　この状況下において，家政学は何をなすべきか。　その研究動向をみるとき

術（被服や調理などを理論の現実化であり,一つの技術によると解する）のもつ本

的意* Sr追求せずもっIf ら制作の成果と自然科学の立楊からの観察と実験による

究（数量化　，図表化　）がおこ　なわれているよ　うに思う。　そこで，今回，こh. らの立

そのものの考察をなし，技術のもつ意味と限界を追求し。現代社会にtsける家政学

あり方に一つの示唆を与えたいo

方法　プラ　ト　ソ諸対話篇,アリス　ト　テ　レス　「形而上学」「ニコマコス倫理学」など

を中心テキス　１　にする。

　結果　経験は当推量や勘で行動するのに対し，技術は対象の本性や原因を究めて，

それに従って行動する。　したがって偶然による失敗は免れる。しかし, fit方,技術は

一般理論にもとずくためそのままでは実賎されず, s.験を合せ持たねばならない。技

術は，人間に豊かさと便利　さ　を与える　という意味で生存に必須のものであるが，それ

自体，中立性，無記性の性格を有し，　よ　り高い善を追求するための手段でなけれぱな

らない。　したがク　て，その存在の意義と価値をもつために，よ　り　高い　目的概念( Episu－

teime ）を絶えず求め　る必要がある。


